
孔
子
の
人
間
観
と
聖
化

-
　
王
陽
明
の
人
間
理
解
に
向
け
て

一
、
は
じ
め
に
-
満
街
人
都
是
聖
人
-

町
中
に
溢
れ
る
人
々
が
皆
聖
人
だ
と
看
破
し
、
興
奮
気
味
に
帰
っ

て
き
た
二
人
の
弟
子
、
王
汝
止
・
童
産
石
と
師
王
陽
明
と
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
会
話
が
、
『
伝
習
録
』
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
日
王
汝
止
出
遊
厨
。
先
生
関
目
、
遊
何
見
。
封
日
、
見
浦
街
入

部
是
聖
人
。
先
生
日
、
体
看
蒲
街
人
是
聖
人
、
蒲
街
人
看
到
体
是

聖
人
。
在
又
一
日
、
董
躇
石
出
遊
而
昂
、
見
先
生
日
、
今
日
見
一

異
事
。
先
生
日
、
何
異
。
封
日
、
見
浦
街
入
部
是
聖
人
。
先
生
H
、

此
亦
常
事
耳
。
何
足
焉
異
。

陽
明
は
、
王
汝
止
に
は
、
君
に
は
町
中
の
人
が
聖
人
に
見
え
た
よ
う

に
町
中
の
人
々
に
は
君
が
聖
人
に
見
え
た
の
だ
よ
と
諭
し
、
董
珪
石

に
は
、
そ
れ
は
何
も
変
わ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
普
段
道
理
の
当
た
り

前
の
こ
と
な
の
だ
よ
と
諭
す
。
記
録
者
銭
筏
洪
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
兄
い
だ
し
た
の
は
「
先
生
鍛
錬
人
庭
、
二
言
之
下
、
感
人
最
深
」

と
、
弟
子
達
を
鍛
練
す
る
陽
明
の
言
葉
の
鋭
さ
啓
発
性
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
我
々
は
こ
こ
に
、
「
人
胸
中
各
有
箇
聖
人
」
　
(
『
伝
習
録
』

橋
　
本
　
敬
　
司

下
)
と
言
っ
た
隕
明
が
、
一
歩
進
め
て
こ
の
世
に
在
る
全
て
の
人
が

聖
人
即
ち
「
蒲
街
入
部
是
聖
人
」
と
い
う
極
め
て
斬
新
で
独
創
的
な

人
間
観
・
聖
人
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

で
は
一
体
隕
明
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
よ
う
な
聖
人
観
・
人

間
観
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
陽
明
の
思
想
が
、
朱

子
及
び
朱
子
学
を
批
判
戊
服
す
る
こ
と
を
通
し
て
構
築
さ
れ
た
こ
と

は
既
に
論
じ
た
所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
蒲
街
入
部
是
聖
人
」
　
と
す

る
陽
明
独
自
の
聖
人
観
・
人
間
観
も
ま
た
、
南
末
の
朱
子
に
よ
っ
て

集
大
成
さ
れ
た
宋
学
の
聖
人
観
及
び
人
間
観
を
批
判
克
隠
し
て
形
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
を
入
れ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
隕
明
に
よ
っ
て
批
判
克
服
さ
れ
た
朱
子
の
聖
人
観
・
人
間
観

が
、
先
儒
孔
子
・
孟
子
・
百
子
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
観
及
び
性
説
、
更

に
周
漬
渓
・
程
明
道
・
程
伊
川
・
張
積
史
な
ど
北
末
の
信
者
の
思
考

の
枠
組
み
を
、
朱
子
独
自
の
方
法
で
受
容
し
、
そ
れ
ら
を
基
雲
に
し

て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
疑
い
を
入
れ
な
い
事
実
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
朱
子
が
孔
子
・
孟
子
・
苛
子
そ
れ
ぞ
れ
の
性
説

を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の
か
見
て
お
き
た
い
。

82



世
界
を
理
と
気
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
し
た
朱
子
は
、
人
の
存
在

の
根
貴
で
あ
る
性
に
つ
い
て
論
じ
た
本
性
論
を
も
理
気
論
に
通
合
さ

せ
て
捉
え
、
「
仕
即
理
」
　
説
を
本
性
論
の
核
と
し
た
朱
子
は
、
従
っ

て
「
仕
口
ハ
是
理
」
(
「
朱
子
語
績
』
巻
1
)
と
断
言
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
性
は
以
下
の
二
つ
の
援
念
に
分
割
さ
れ
る
。
「
気

質
之
性
、
便
只
是
天
地
之
性
」
　
(
『
朱
子
語
類
』
巻
4
)
　
と
、
「
気
質

之
性
」
は
「
天
地
之
性
」
　
に
外
な
ら
な
い
と
説
か
れ
は
す
る
が
、
性

を
理
気
の
両
援
念
で
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
と
、
言
語
表
現
に
お
い

て
気
算
・
天
地
二
つ
の
機
念
に
分
離
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
論
天
地
之
性
、
則
串
指
埋
言
、
論
気
質
之
性
、
別
以
理
輿
気
雑
而

言
之
」
　
(
同
上
)
　
と
、
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
、
天
地
の

性
は
理
で
あ
り
気
質
の
性
は
理
と
気
両
概
念
を
交
え
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
朱
子
の
考
え
は
、
実
は
、
孔
子
・
孟
子
・
筍
子
の
性
説
に
対

す
る
朱
子
の
受
容
と
理
解
が
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

孟
子
の
性
に
関
す
る
朱
子
の
理
解
は
、
以
下
の
語
に
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
。

如
『
孟
子
道
性
善
』
、
不
言
気
票
、
只
言
『
人
皆
可
以
焉
尭
舜
』
。

孟
子
言
性
、
只
説
得
本
然
底
、
論
才
亦
黙
。

孟
子
説
性
善
、
他
只
見
待
大
本
庭
、
未
説
得
気
質
之
性
細
坪
庭
。

…
…
孟
子
只
論
性
、
不
論
気
、
便
不
全
備
。

(
以
上
『
朱
子
語
類
』
巻
4
)

朱
子
は
、
性
善
説
を
唱
え
る
孟
子
の
性
を
、
本
然
・
大
本
で
あ
る
理

を
言
い
表
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
気
質
・
気
裏
に
関
し
て
は
説
き

及
ん
で
な
く
、
論
理
的
に
完
全
で
は
な
い
と
説
く
。
朱
子
は
、
孟
子

の
性
を
自
ら
の
説
く
理
概
念
に
の
み
一
致
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
孔
子
の
性
に
関
し
て
は
、
「
正
縁
気
質
不
同
、
便
有
不
相

似
庭
、
故
孔
子
謂
之
『
相
近
ヒ
(
同
上
)
と
、
同
質
で
は
な
い
気
質

の
性
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
説
き
、

孔
子
の
性
は
、
朱
子
の
説
く
気
概
念
に
の
み
一
致
す
る
も
の
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
性
悪
説
を
唱
え
る
萄
子
の
性
に
関
し
て
も
、

萄
揚
韓
話
人
社
是
論
性
、
其
賓
只
説
得
気
。
苛
子
只
見
得
不
好
人

底
性
、
便
説
傲
意
。

苛
子
只
見
得
不
好
底
。

(
以
上
『
朱
子
語
類
』
巻
4
)

と
し
て
、
気
の
面
か
ら
説
く
の
み
で
、
よ
く
な
い
人
の
性
あ
る
い
は

性
の
よ
く
な
い
面
だ
け
を
理
解
し
、
そ
れ
を
悪
と
見
倣
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
と
説
く
。
つ
ま
り
朱
子
は
、
性
悪
を
説
く
萄
子
の
性
を
、

自
ら
の
気
の
概
念
を
持
ち
出
し
、
そ
れ
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
で
理
解

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
朱
子
に
お
い
て
は
、
孔
子
の
性
と
萄
子
の
性

と
は
、
共
に
気
或
い
は
気
質
の
性
を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
同
じ
概

念
と
し
て
一
様
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
孟
子
の
性
善
説
と
孔
子
の
性
認
識
及
び
萄
子
の
性
悪

説
こ
そ
が
、
朱
子
が
理
気
論
を
用
い
て
、
性
を
天
地
の
性
と
気
質
の

性
と
の
二
重
構
造
に
お
い
て
捉
え
て
本
性
論
を
展
開
さ
せ
た
根
拠
に

は
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
孔
子
の
　
「
性
」
に
関
す
る
考
え
、

性
善
を
根
拠
と
し
て
「
人
皆
可
以
焉
尭
舜
」
(
『
孟
子
』
告
子
下
)
と

展
開
さ
れ
た
孟
子
の
性
善
説
、
「
人
之
性
悪
、
其
善
者
偽
也
」
　
(
『
萄

子
』
性
悪
)
と
説
い
た
萄
子
の
性
悪
説
を
、
朱
子
は
以
上
の
よ
う
に
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受
容
し
、
ま
た
、
北
末
の
「
聖
人
学
ん
で
至
る
べ
し
」
と
い
う
枠
組

み
を
継
承
し
、
更
に
は
、
程
氏
・
張
横
巣
の
　
「
気
質
変
化
」
　
(
『
正

蒙
』
)
　
の
考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
学
問
を
積
み
重
ね
る
こ
と

皆
臣
銅
冊
最
掴
琵
琶
る
階
梯
を
垂
歩
上
っ
て

一
方
、
陽
明
は
、

夫
子
説
性
相
近
。
即
孟
子
説
性
善
。
不
可
専
在
気
質
上
説
。
若
説

気
質
、
如
剛
興
柔
封
、
如
何
相
近
得
、
惟
性
善
則
同
耳
　
(
『
伝
習

録
』
下
)

と
言
っ
て
い
た
。
陽
明
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
性
説
と
孟
子
の
性
善
説

は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
孔
子
の
説
く
性
を
気
質
の
点
か

ら
説
い
た
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
朱
子
の
説
は
、
陽
明
の
性

説
と
全
く
理
解
を
異
に
し
て
お
り
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

「
心
即
理
」
(
『
伝
習
録
』
上
)
を
主
張
し
て
、
「
夫
子
説
性
相
近
、
即

孟
子
説
性
善
」
と
説
い
た
陽
明
は
、
ま
た

至
善
者
、
心
之
本
能
。
本
位
上
才
過
苫
些
子
、
便
是
慈
了
。
不
是

有
一
箇
善
、
却
又
有
一
箇
意
乗
相
封
也
。
故
善
意
只
是
一
物

(
『
伝
習
録
』
下
)

と
、
孟
子
の
善
は
至
善
で
あ
る
が
、
そ
の
在
り
方
が
通
性
を
失
っ
た

場
合
そ
れ
は
悪
に
転
化
す
る
の
で
あ
り
、
固
定
化
さ
れ
た
絶
対
善
や

絶
対
悪
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
善
悪
は
相
対
的
な
一
つ
の
事
柄

で
あ
る
、
と
孟
子
の
性
善
説
を
独
自
の
観
点
で
受
容
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
陽
明
は
、
「
性
無
定
位
、
論
亦
無
定
髄
」
　
(
『
伝
習
録
』
下
)

と
の
考
え
に
立
脚
し
、
自
ら
の
論
を
も
定
論
な
し
と
し
て
相
対
化
し
、

「
性
之
本
能
、
原
是
無
善
無
意
的
」
・
「
無
善
無
悪
、
是
心
之
餞
」

(
『
伝
習
録
』
下
)
と
説
き
至
る
こ
と
で
、
人
間
存
在
の
本
質
で
あ
る

性
を
無
善
無
悪
と
す
る
究
極
の
人
間
観
と
で
も
言
う
べ
き
所
に
ま
で

辿
り
着
く
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
陽
明
は
、
孔
子
そ
の
人
に
対
し
て
は
、
「
積
金
」
の
誓
え

(
『
伝
習
録
』
上
)
　
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
九
千
鎧
と
且
息
的
多
寡
は
あ

る
も
の
の
、
天
理
に
純
一
で
あ
る
金
即
ち
質
的
に
尭
・
舜
・
孔
子
・

萬
・
湯
王
な
ど
と
同
様
に
聖
人
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
「
夫
遺
、
天
下
之
公
道
也
。
學
、
天
下
之
公
學
也
。
非
朱

子
可
得
而
私
也
、
非
孔
子
可
得
而
弘
也
、
天
下
之
公
也
、
公
言
之
而

巳
臭
」
(
『
伝
習
録
』
中
)
と
説
い
て
、
公
の
立
場
か
ら
、
朱
子
は
勿

論
孔
子
を
も
相
対
化
し
、
そ
の
聖
性
の
絶
対
化
を
排
除
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

③え
、
朱
子
を
批
判
克
服
し
、
更
に
は
常
に
自
ら
の
旧
説
を
相
対
化
し

否
定
し
て
、
新
た
に
独
自
の
説
を
展
開
し
て
い
っ
た
陽
明
の
思
索
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
外
で
も
な
く
そ
の
人
間
観
・
聖
人
観
に
お
い
て

如
実
に
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

人
の
本
性
に
天
地
の
性
と
気
質
の
性
と
の
二
重
の
内
部
構
造
を
兄

い
だ
し
、
学
問
を
通
じ
て
理
を
極
め
気
質
を
変
化
さ
せ
て
聖
人
に
な

ろ
う
と
す
る
朱
子
の
人
間
観
・
聖
人
観
と
、
性
を
理
と
気
と
に
分
け

る
事
な
く
万
人
全
て
が
元
々
聖
人
で
あ
る
と
す
る
王
陽
明
の
人
問

観
・
聖
人
観
と
は
、
真
っ
向
か
ら
厳
し
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

朱
子
同
様
性
善
説
を
受
容
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
性
善
説
を

相
対
化
し
、
朱
子
の
「
性
即
理
」
に
対
し
て
「
心
即
理
」
(
「
伝
習

録
』
上
)
を
説
き
、
ま
た
新
た
に
「
無
善
無
悪
」
を
説
き
出
す
こ
と

こ
の
よ
う
に
、
孔
子
の
絶
対
性
を
否
定
し
、
孟
子
の
性
善
説
を
越
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で
、
独
自
の
思
想
の
地
平
を
切
り
開
い
た
陽
明
が
、
人
即
ち
自
己
を

ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
人
間
観
・
聖
人

観
の
核
心
に
迫
る
た
め
に
は
、
勿
論
そ
の
遥
な
る
淵
源
で
あ
る
孔

子
・
孟
子
・
告
子
・
苛
子
の
性
説
及
び
人
間
観
を
正
し
く
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
批
判
克
服
の
対
象
で
あ
る
朱
子
が
自
己

の
E
心
想
を
構
築
し
て
ゆ
く
う
え
で
、
孔
子
・
孟
子
・
筍
子
及
び
北
末

の
儒
者
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の
か
詳
細
に
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
儒
教
史
に
お
け
る
孔
子
の
人
間

観
の
意
味
と
孔
子
の
存
在
意
味
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
、
孔
子
の
人
間
観

王
陽
明
、
朱
子
は
勿
論
、
後
世
の
儒
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続

け
、
儒
家
本
性
論
の
正
統
を
担
っ
た
性
善
説
を
、
何
故
孟
子
は
提
唱

し
、
且
つ
人
間
存
在
の
本
質
に
迫
る
本
性
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
何
故
、
陽
明
な
ど
後
の
学
者
は
、
孟
子
の

性
善
説
を
儒
家
の
正
統
と
し
て
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。
こ
の
こ
と
は
勿
論
、
孟
子
自
身
が
そ
の
思
想
を
継
承
し
、
更
に

独
自
の
思
想
を
構
築
す
る
基
盤
に
据
え
た
孔
子
の
聖
人
観
・
人
間
観

と
、
そ
の
弟
子
達
に
よ
る
孔
子
を
聖
人
に
祭
り
上
げ
る
そ
の
心
理
的

力
学
に
ま
で
減
っ
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
当
の
意
味
を
理

解
す
る
こ
と
も
、
そ
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
も
で
き
は
し
な
い
。
そ

こ
で
ま
ず
、
『
論
語
』
　
の
記
載
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
孔
子

の
人
間
に
対
す
る
眼
差
し
即
ち
人
間
観
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ

き
た
い
。

『
論
語
』
に
掲
載
さ
れ
た
孔
子
の
言
葉
を
見
て
み
る
と
、
「
人
」
と

表
現
さ
れ
た
言
葉
が
あ
ま
り
に
少
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
特

に
、
「
人
」
を
主
語
に
立
て
た
発
言
は
、
「
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改

其
柴
、
賢
哉
回
也
」
　
(
宛
也
)
、
「
人
之
生
也
直
。
岡
之
生
也
、
幸
而

免
」
(
薙
也
)
、
「
人
無
遠
慮
、
必
有
近
憂
」
(
衛
申
盟
公
)
、
「
人
能
弘
道
、

非
道
弘
人
」
(
衛
蛋
公
)
く
ら
い
で
あ
る
。
「
人
而
無
信
、
不
知
其
可

也
」
(
焉
政
)
、
「
人
而
不
仁
、
如
祀
何
。
人
而
不
仁
、
如
欒
何
」
(
八

恰
)
と
い
う
言
葉
に
し
て
も
、
人
で
あ
り
な
が
ら
信
が
あ
る
い
は
仁

が
無
け
れ
ば
云
々
と
い
う
よ
う
に
、
人
そ
の
も
の
を
主
題
化
し
て
論

じ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
惟
仁
者
能
好
人
、
能
悪
人
」
(
里

仁
)
、
「
女
得
人
焉
耳
乎
」
　
(
宛
也
)
、
「
契
遅
問
仁
。
子
日
、
愛
人
。

問
知
。
子
日
、
知
人
」
　
(
顔
淵
)
　
の
語
の
場
合
、
人
は
目
的
語
化
さ

れ
る
の
み
で
、
哲
学
的
に
対
象
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
論
の
主
題
と

な
っ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。

ま
た
、
『
論
語
』
の
中
で
「
人
」
は
、
「
己
」
に
対
応
す
る
も
の
と

し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
不
意
人
之
不
己
知
、
患
不

知
人
也
」
(
學
而
)
、
「
不
患
人
之
不
己
知
、
患
己
無
能
也
」
(
意
問
)
、

「
夫
仁
者
、
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
」
(
薙
也
)
、
「
己
所
不

欲
、
勿
施
於
人
」
(
顔
淵
)
、
「
焉
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
」
(
顔
淵
)
、

「
脩
己
以
安
人
」
(
憲
間
)
な
ど
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
「
人
」
が
、

「
己
」
で
あ
る
自
分
に
対
応
す
る
他
者
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し

た
言
葉
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
孔
子
に
、
「
己
」
　
で
あ
る
我
に

対
す
る
「
他
者
」
と
し
て
の
自
己
を
備
え
た
人
を
、
人
と
し
て
一
般

化
し
相
対
的
に
捉
え
る
視
点
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
「
他
者
」

に
つ
い
て
思
索
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
に
つ
い
て
自
己
と
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は
何
か
と
い
う
思
索
を
深
め
る
こ
と
に
等
し
い
。
い
っ
た
い
、
こ
の

「
己
」
に
関
し
て
も
、
先
の
　
「
人
」
に
対
応
さ
せ
た
言
葉
と
、
「
克
己

復
礼
馬
仁
」
　
(
顔
淵
)
、
「
行
己
有
恥
、
使
於
四
方
不
辱
君
命
、
可
謂

士
臭
」
　
(
子
路
)
　
な
ど
の
語
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
語
か
ら
、
自
己
と
は
何
か
を
見
据
え
る
孔
子
の
視
線
を
兄
い
だ

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
故
に
、
孔
子
の
弟
子
も
ま
た
、
「
人
」
　
に
つ

い
て
あ
る
い
は
「
己
」
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
孔
子
に
問
う
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
孔
子
に
お
い
て
、
人
を
相
対
化
し

対
象
化
し
て
哲
学
的
主
題
と
し
て
に
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
が
欠
如

し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

人
と
し
て
の
存
在
根
拠
を
問
う
哲
学
的
眼
差
し
を
向
け
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
「
人
」
を
、
孔
子
は
ど
う
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
必
然
的
に
人
間
存
在
を
現
実
の
位
相
に
お
い
て
の
み
凝
視
す

る
態
度
に
帰
結
す
る
。

孔
子
は
、
「
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
。
中
人
以
下
、
不
可
以
語

上
也
」
　
(
宛
也
)
　
と
説
い
て
、
人
を
漠
然
と
中
人
以
上
と
中
人
以
下

の
二
類
型
に
区
別
し
て
把
握
し
た
。
こ
の
よ
う
に
中
人
以
上
・
以
下

に
分
け
ら
れ
た
人
と
は
、
「
君
子
上
達
、
小
人
下
達
」
(
憲
問
)
　
に
照

ら
せ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
君
子
と
小
人
と
い
う
分
類
に
等
し
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
『
論
語
』
　
に
は
、
こ
の
君
子
と
小
人

を
対
比
し
た
孔
子
の
言
説
が
、
非
常
に
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
君
子
和
而
不
同
、
小
人
同
而
不
和
」
(
子
路
)
、

「
君
子
喩
於
義
、
小
人
喩
於
利
」
(
里
仁
)
、
「
君
子
泰
而
不
培
、
小
人

培
而
不
泰
」
　
(
子
路
)
　
な
ど
。
こ
れ
ら
君
子
小
人
を
対
比
し
た
多
く

の
表
現
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
孔
子
が
人
間
を
、
人
間
と
し
て

一
括
で
き
る
一
つ
の
概
念
で
捉
え
ず
、
君
子
と
小
人
と
い
う
明
確
に

価
値
づ
け
さ
れ
た
二
つ
の
概
念
に
区
別
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
孔
子
は
、
「
女
焉
君
子
儒
、
無
焉
小
人

儒
」
　
(
薙
也
)
　
と
、
君
子
小
人
の
語
を
、
儒
を
形
容
す
る
詞
と
し
て

用
い
、
子
夏
を
厳
し
く
戒
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
名
詞

を
形
容
す
る
こ
と
の
で
き
る
君
子
と
小
人
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
人
物
か
を
指
し
示
す
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
人
間
の
在
り
様

か
ら
抽
象
し
て
そ
の
人
問
を
二
種
類
に
大
別
す
る
、
類
型
概
念
に
は

か
な
ら
な
い
。
君
子
と
小
人
は
、
孔
子
の
人
間
把
握
を
最
も
端
的
に

表
現
し
た
概
念
装
置
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

孔
子
は
、
ま
た
「
生
而
知
之
者
上
也
、
學
而
知
之
者
次
也
、
困
而

學
之
、
又
其
次
也
、
困
而
不
學
、
民
斯
馬
下
臭
」
　
(
季
氏
)
　
と
、
人

を
四
種
類
に
分
類
す
る
発
言
も
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
君
子
小
人

を
更
に
細
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
言
要
か
ら
す
れ
ば
「
生

知
・
学
知
・
国
学
・
不
学
」
に
分
類
さ
れ
た
人
間
は
、
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
き
た
時
既
に
、
先
天
的
・
運
命
的
に
自
己
の
能
力
が
決
定
さ

れ
、
決
し
て
一
律
平
等
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
孔
子
が
、
更
に

こ
の
　
「
生
而
知
之
者
」
　
を
上
知
、
「
困
而
不
學
」
　
を
下
愚
と
に
分
断

し
、
「
唯
上
知
輿
下
愚
不
移
」
(
暢
貨
)
と
明
言
す
る
に
至
っ
て
は
、

君
子
と
小
人
に
類
型
化
さ
れ
た
人
間
を
さ
ら
に
厳
し
く
凝
視
し
た
結

果
抽
象
さ
れ
た
上
知
と
下
愚
は
、
よ
り
戟
然
と
決
定
的
・
運
命
論
的

に
分
断
さ
れ
て
し
ま
い
、
相
互
に
移
行
不
可
能
な
援
念
と
し
て
規
定

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
を
運
命
論
的
に
四
種
類
に

分
類
し
、
現
実
的
に
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

孔
子
に
、
人
間
一
般
を
同
等
平
等
の
存
在
と
し
て
捉
え
る
視
点
が
な
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く
、
人
間
を
君
子
と
小
人
あ
る
い
は
上
知
と
下
愚
と
に
戟
然
と
区
別

す
る
人
間
不
平
等
の
視
点
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
、
如
実
に
物
語
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
　
「
君
子
之
校
風
、
小
人
之
徳
章
」
　
(
顔
淵
)

と
説
か
れ
る
と
き
の
君
子
と
小
人
の
関
係
も
、
孔
子
に
お
い
て
は
、

上
知
と
下
愚
同
様
厳
し
く
絶
対
的
に
分
断
さ
れ
た
既
念
で
あ
り
、
逆

転
不
可
能
な
支
配
と
披
支
配
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
火
を
見
る

よ
り
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
君
子
と
小
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
支
配
披
支

配
の
関
係
に
組
み
込
ま
れ
る
は
か
な
い
異
質
な
徒
を
備
え
た
政
治
的

存
在
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
小
人
は
唯
君
子
の
社
で

あ
る
風
に
吹
か
れ
る
は
か
無
い
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

孔
子
が
こ
の
よ
う
に
人
間
を
価
値
的
に
類
型
化
す
る
そ
の
根
拠
、

尺
度
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
∃
桐
語
』
　
全
編
至
る
と
こ

ろ
に
、
「
仁
・
孝
・
弟
・
信
・
忠
・
恕
・
礼
」
　
な
ど
、
人
と
人
の
関

係
を
表
し
そ
の
場
の
心
の
在
り
方
と
人
間
の
現
実
的
在
り
方
を
説
い

た
倫
理
的
概
念
に
関
す
る
記
述
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

人
間
関
係
の
網
の
目
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
現
実
社
会
に
お
い
て
、

人
倫
も
ま
た
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
孔
子
に
お

い
て
人
間
は
倫
理
的
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
こ
で
、
こ
の
倫
理
的
価
値
で
あ
る
仁
に
関
す
る
孔
子
の
理

解
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
孔
子
の
人
間
理
解
に
迫
っ
て
み
よ
う
。

仁
に
関
す
る
顔
淵
の
問
い
に
対
し
て
、
孔
子
は
「
克
己
復
礼
焉
仁
」

(
顔
淵
)
　
と
答
え
、
そ
の
仁
の
目
即
ち
綱
目
に
関
し
て
は
　
「
非
祀
勿

視
、
非
祀
勿
踏
、
非
祀
勿
言
、
非
祀
勿
動
」
と
述
べ
て
、
仁
が
現
実

社
会
に
お
け
る
行
動
規
範
で
あ
る
礼
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を

説
い
て
い
た
。
一
方
契
蓮
と
は
「
契
遅
問
仁
、
子
日
愛
人
。
聞
知
、

子
日
知
人
」
　
(
顔
淵
)
　
と
の
問
答
が
交
わ
さ
れ
、
孔
子
に
お
い
て
仁

と
は
人
を
愛
す
る
こ
と
で
っ
た
。
更
に
契
遅
の
問
い
に
は
「
居
虞
恭
、

執
事
敬
、
興
人
忠
、
壁
之
夷
秋
、
不
可
棄
也
」
　
(
子
路
)
　
と
答
え
、

仁
と
は
家
の
中
で
は
恭
し
く
し
、
仕
事
の
場
で
は
慎
重
に
し
、
人
と

の
交
際
は
真
心
を
も
っ
て
す
る
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
夷
秋
の
地
に

行
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と

言
う
。
ま
た
子
張
の
問
い
に
は
　
「
能
行
五
者
於
天
下
焉
仁
央
」
　
(
陽

貨
)
と
答
え
、
こ
の
五
者
は
「
恭
寛
信
敏
恵
」
　
で
あ
り
「
恭
則
不
侮
、

寛
刑
得
衆
、
信
別
人
任
焉
、
敏
則
有
功
、
恵
則
足
以
使
人
」
と
説
く
。

こ
の
五
つ
の
心
の
持
ち
様
が
重
要
で
、
そ
れ
を
確
り
と
備
え
て
初
め

て
人
々
と
良
好
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
孔
子
は
言
う
。
孔

子
の
仁
に
関
す
る
発
言
は
、
人
の
現
実
的
在
り
方
と
対
応
の
仕
方
あ

る
い
は
心
の
在
り
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
仁
そ
の
も

の
の
概
念
を
明
確
に
規
定
し
そ
の
本
質
を
言
い
表
す
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
倫
理
的
価
値
を
備
え
た
人
を
孔
子
は
「
仁

者
・
知
者
・
勇
者
」
な
ど
と
言
っ
て
.
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
類

型
に
し
て
も
、
「
仁
者
先
難
而
後
獲
、
可
謂
仁
央
」
(
薙
也
)
、
「
知
者

輿
水
、
仁
者
柴
山
。
知
者
動
、
仁
者
静
。
知
者
禦
、
仁
者
壽
」
　
(
宛

也
)
、
「
夫
仁
者
、
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
」
(
宛
也
)
、

「
知
者
不
惑
、
仁
者
不
憂
、
勇
者
不
憾
」
　
(
子
羊
)
　
と
言
っ
て
、
「
仁

者
・
知
者
・
勇
者
」
が
現
実
の
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

り
、
人
と
ど
の
よ
う
に
接
す
る
者
か
、
そ
の
現
実
社
会
に
お
け
る
人

間
の
現
象
面
だ
け
を
説
く
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
孔
子
に

お
い
て
、
「
仁
者
・
知
者
・
勇
者
」
　
が
ど
の
よ
う
な
存
在
根
拠
を
持

ち
そ
の
存
在
の
本
質
は
何
か
、
そ
れ
を
解
明
し
言
表
し
よ
う
と
す
る
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視
座
は
全
く
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
孔
子
に
お
い
て
、
人

間
存
在
を
支
え
る
「
仁
・
礼
・
孝
・
弟
」
は
、
人
間
存
在
の
本
質
を

形
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
現
象
即
ち
現
実
の
人
間
関

係
の
中
で
人
間
に
求
め
ら
れ
る

紺

仁
者
有
夫
夫
、
未
有
小
人
而
仁
者
也
」
　
(
岩
間
)
　
と
説
か
れ
る
よ
う

に
人
間
類
型
化
の
尺
度
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
孔
子
は
、
「
人
」

に
哲
学
的
視
線
を
向
け
そ
の
存
在
根
拠
に
迫
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ

倫
理
的
価
値
を
尺
度
と
し
て
現
実
の
人
間
を
見
つ
め
君
子
と
小
人
の

二
類
型
に
分
離
し
て
理
解
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
君
子
と

小
人
と
の
分
離
こ
そ
が
、
倫
理
的
価
値
を
基
準
に
し
た
明
確
な
る
人

間
の
類
型
化
で
あ
り
、
孔
子
の
人
間
観
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

現
実
の
み
凝
視
し
、
そ
の
奥
に
根
源
的
な
も
の
を
兄
い
だ
そ
う
と

も
求
め
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
孔
子
に
対
し
、
根
源
的
な
も
の
に
興

味
を
抱
い
た
子
貢
が
、
「
夫
子
之
言
性
輿
天
道
、
不
可
得
而
間
也
」

(
公
冶
長
)
　
と
嘆
く
は
か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
孔
子
が
天
道
を
説
き

人
の
本
性
を
説
き
表
し
た
記
述
を
『
論
語
』
　
の
中
に
多
く
兄
い
だ
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
天
に
関
し
て
は
、
「
子
日
、
天
生
徳
於
予
桓
　
其
如

⑤

予
何
」
(
述
而
)
)
と
、
天
が
孔
子
に
徳
を
賦
与
し
た
と
言
い
、
顔
淵

の
死
に
際
し
て
　
「
唸
、
天
喪
予
、
天
喪
予
」
　
(
先
進
)
　
と
嘆
き
、
子

貢
に
は
「
不
怨
人
、
不
尤
人
、
下
學
而
上
達
。
知
我
者
共
天
平
」

(
憲
問
)
　
説
く
と
き
、
こ
れ
ら
の
語
は
全
て
、
天
と
人
で
あ
る
孔
子

が
一
連
な
り
の
も
の
で
あ
か
と
い
う
天
人
会
二
の
認
識
を
根
底
に
持

ち
つ
つ
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
子
貢
と

問
で
交
わ
さ
れ
た
以
下
の
問
答
で
も
、
「
子
日
、
予
欲
無
言
。
子
貢

的
価
値
で
あ
り
、
「
君
子
而
不

日
、
子
如
不
言
、
則
小
子
何
述
焉
。
子
日
、
天
何
言
哉
。
四
時
行
焉
、

百
物
生
焉
、
天
何
言
哉
」
　
(
陽
貨
)
　
と
、
自
ら
を
天
に
準
え
た
孔
子

は
、
天
の
よ
う
に
何
も
言
い
た
く
な
い
と
子
貢
に
説
い
て
い
る
。
孔

子
自
身
天
人
合
一
に
関
し
て
明
言
し
て
お
ら
ず
積
極
的
に
肯
定
も
し

て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
　
「
天
」
に
関
す
る
発
言
か
ら
、
孔
子
の

恩
誠
の
背
景
に
天
人
合
一
の
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
見
て
取

れ
る
。
し
か
し
、
問
題
の
所
在
は
、
孔
子
の
志
向
が
、
人
間
存
在
の

根
拠
に
天
を
据
え
天
人
合
一
を
肯
定
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
の

か
、
そ
れ
と
も
人
間
存
在
の
現
象
面
の
み
を
捉
え
天
人
合
一
を
否
定

す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
の
か
に
あ
る
。

こ
れ
に
答
え
る
た
め
に
、
天
人
合
一
を
人
の
立
場
か
ら
捉
え
た

「
性
」
に
関
す
る
孔
子
の
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
解
明
し
た
い
。
孔
子
の
性
に
関
す
る
発
言
は
、
僅
か
に
「
性
相
近

也
、
習
相
違
也
」
(
楊
貨
)
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現

実
の
人
間
像
か
ら
そ
の
性
を
帰
納
的
に
抽
象
し
た
結
果
、
人
間
の
生

ま
れ
つ
き
即
ち
性
は
大
体
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
後
天
的
学
習

に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
分
離
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
考
え
を
述
べ
た
も

の
に
過
ぎ
ず
、
人
問
の
本
性
を
凝
祝
し
て
、
万
人
共
通
の
普
遍
的
な

も
の
を
其
処
に
兄
い
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
後
天
的
学
習
の
重
要
性
を
強
調
し
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
子
貢

の
言
う
よ
う
に
、
孔
子
は
人
間
に
内
在
す
る
天
で
あ
る
性
に
言
及
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
性
を
通
し
た
天
と
人
の
内
的
連
関
に
つ
い
て
は

論
を
展
開
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孔
子
は
、
日
常
の

生
活
の
中
で
天
と
無
関
係
に
生
き
て
い
る
現
実
の
人
間
の
立
場
即
ち

後
天
的
学
習
に
よ
っ
て
自
己
を
陶
冶
し
て
ゆ
く
人
間
の
立
場
を
強
調
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し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
孔
子
の
思
考
が
、
人
間
の
宗

教
性
を
排
除
し
た
天
人
分
離
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
の
明
瞭
な
る
証

明
で
あ
る
。

性
は
万
人
に
お
い
て
大
差
無
き
も
の
と
考
え
た
孔
子
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
先
に
挙
げ
た
「
唯
上
知
輿
下
愚
不
移
」
　
の
言
葉
と
は
、
矛
盾

し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
天
的
学
習
の
重
要
性
を
説
く
孔
子
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
上
知
・
下
愚
と
は
、
人
の
本
性
が
先
天
的
に
こ
の

二
つ
に
分
諾
し
た
穏
念
で
は
な
く
、
実
社
会
の
中
で
学
習
し
成
長
し

て
ゆ
く
過
程
で
、
こ
の
二
つ
に
決
定
的
に
垂
離
し
分
裂
し
て
い
っ
た

人
間
の
現
実
か
ら
帰
納
的
に
導
き
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
の

言
葉
は
、
こ
の
よ
う
に
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
生
而
知
之
者

上
也
、
學
而
知
之
者
次
也
、
困
而
學
之
、
又
其
次
也
、
困
而
不
學
、

民
斯
馬
下
央
」
の
語
と
の
鋭
い
矛
盾
は
、
如
何
と
も
し
が
た
い
。
性

は
大
差
な
い
と
説
き
な
が
ら
、
一
方
で
は
人
を
先
天
的
に
四
つ
の
タ

イ
プ
に
分
類
し
て
い
た
こ
と
は
、
人
間
の
本
来
性
と
人
間
存
在
の
根

源
に
関
す
る
孔
子
の
思
索
に
お
い
て
、
決
定
的
な
ぶ
れ
構
造
的
な
矛

盾
が
あ
っ
た
こ
と
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
矛
盾
は
、

天
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
し
て
人
を
捉
え
よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
徹

底
的
に
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
あ
ま
り
に
人
間
の
現
象

面
の
み
を
凝
視
し
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
側
面
を
追
求
し
過
ぎ
た

が
た
め
に
、
そ
の
差
異
性
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
、
論
理
的
不
徹
底
を

招
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
孔
子
自

身
と
そ
の
時
代
の
限
界
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か

し
、
人
々
を
現
実
面
か
ら
捉
え
た
孔
子
が
、
性
を
不
平
等
性
・
差
異

性
に
お
い
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
を
倫
理
的
限
定
を
受
け
た
社
会
的
存
在
と
し
て

見
つ
め
る
こ
と
に
の
み
終
始
し
た
孔
子
に
飽
き
足
ら
ず
、
子
路
が

「
事
鬼
神
・
死
」
(
先
進
)
　
に
つ
い
て
孔
子
か
ら
何
か
を
引
き
出
そ
う

と
し
た
の
は
、
自
然
な
要
求
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
「
怪
力
乱
神
」
　
(
述
而
)
を
語
ら
な
か
っ
た
孔
子
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
や
は
り
そ
の
問
い
に
対
し
て
「
末
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
。
…
…

未
知
生
、
焉
知
死
」
(
先
進
)
と
、
全
く
取
り
合
お
う
と
も
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
何
も
語
ら
な
い
孔
子
の
態
度
が
、
時
と
し
て
弟
子
達
に

は
、
何
か
を
隠
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
孔
子
は
、
弟
子
達
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
二
三
子
以
我
焉
隈
乎
。
吾
無
隈
乎
爾
。
吾
無
行
而
不
興
二
三
子
者

是
丘
也
」
　
(
述
而
)
　
私
は
あ
な
た
が
た
に
何
も
隠
し
て
は
い
な
い
、

あ
な
た
が
た
と
共
に
在
る
者
そ
れ
が
私
孔
丘
で
す
、
と
。
目
の
前
の

孔
子
が
全
て
で
あ
る
と
言
う
だ
け
で
何
も
語
ら
な
か
っ
た
孔
子
は
、

果
た
し
て
語
る
べ
き
何
物
か
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
持
ち
な
が
ら
意
図
的
に
語
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
こ
と
は
、
人
が
人
と
し
て
存
在
す
る
根
拠
で
あ
る
本
性
に

関
す
る
恩
索
、
及
び
そ
の
本
性
の
究
極
の
存
在
根
拠
で
あ
る
天
即
ち

世
界
に
関
す
る
思
索
が
、
孔
子
に
欠
落
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
弟
子
達
が
感
じ
た
よ
う
に
、
孔
子
は
自

ら
抱
い
て
い
た
考
え
を
秘
し
て
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
孔
子
は
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
天

に
連
な
る
人
の
存
在
即
ち
宗
教
的
存
在
と
し
て
の
人
を
認
め
ざ
る
を
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得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
社
会
の
レ
ベ
ル
で
は
人
を
天

か
ら
切
り
離
し
て
そ
の
宗
教
性
を
払
拭
し
倫
理
的
存
在
と
し
て
捉
え

よ
う
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
孔
子
に
お
い
て
、
天
及
び
性
に
関
す

る
思
索
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
説
く
こ
と
で
人
間
存
在
の
根
源
に
対
す

る
思
索
を
深
め
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
社
会
に
お
け

る
現
象
の
み
を
凝
視
し
、
そ
れ
を
倫
理
的
側
面
に
お
い
て
理
解
し
社

会
的
存
在
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
天
道
・
性
を
語

る
事
な
く
、
人
間
の
現
実
の
姿
の
み
を
見
つ
め
続
け
、
人
間
の
立
場

を
主
張
し
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
孔
子
の
本
領
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に

明
白
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
孔
子
に
お
い
て
は
、
社
会
倫
理
を
価
値
判
断
の
基
準

に
し
て
、
現
実
の
人
間
を
移
行
不
可
能
で
不
平
等
な
上
智
と
下
愚
に

分
断
し
、
君
子
と
小
人
と
の
二
類
型
に
分
類
し
て
捉
え
る
視
点
が
あ

る
の
み
で
、
人
間
を
平
等
の
次
元
に
お
い
て
捉
え
る
本
性
即
ち
、
及

び
人
間
存
在
の
本
質
あ
る
い
は
根
源
で
あ
る
天
の
存
在
を
認
め
な
が

招
㍍
拍
鐙
鵠
真
滝
堅
最
鍼
哨
紺
は
錮

理
の
構
造
的
矛
盾
が
孔
子
の
神
秘
性
を
助
長
し
、
そ
の
弟
子
達
を
し

て
孔
子
を
聖
人
に
祭
り
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑧

三
、
孔
子
の
聖
化

孔
子
は
、
聖
人
と
君
子
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

「
聖
人
、
吾
不
得
而
見
之
兵
。
得
見
君
子
者
斯
可
央
」
　
(
述
而
)
、
君

子
に
会
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
聖
人
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
に
は
お

目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
、
と
。
孔
子
は
ま
た
、
子
夏
に

「
女
馬
君
子
儒
、
無
焉
小
人
儒
」
　
と
言
っ
て
、
出
会
っ
た
こ
と
も
な

い
聖
人
の
儒
者
で
は
な
く
、
君
子
の
儒
者
を
目
指
す
よ
う
諭
し
も
し

た
。
孔
子
は
勿
論
、
自
ら
も
君
子
の
儒
者
を
志
し
て
い
た
。
そ
の
孔

子
が
認
め
た
君
子
が
、
子
産
(
公
冶
長
)
・
子
蟻
(
公
冶
長
)
・
南

容
(
憲
問
)
・
蓮
伯
玉
(
衛
蛋
公
)
　
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は

孔
子
が
理
想
と
す
る
君
子
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
周
王
朝
を
理
想

的
時
代
と
考
え
「
子
日
周
監
於
二
代
、
郡
郁
乎
文
哉
。
吾
従
周
」

(
八
倍
)
　
と
言
い
、
晩
年
　
「
子
日
甚
央
吾
云
也
久
夫
吾
不
復
夢
見
周

公
」
　
(
述
而
)
　
と
告
白
さ
れ
た
よ
う
に
、
孔
子
は
、
周
王
朝
の
草
創

期
に
当
た
っ
て
社
会
に
平
和
と
秩
序
を
窟
し
た
周
公
を
理
想
的
君
子

と
仰
ぎ
続
け
た
の
で
あ
る
。
孔
子
は
、
儒
教
的
に
理
念
化
さ
れ
た
抽

象
的
人
格
を
聖
人
と
仰
い
だ
の
で
は
な
く
、
周
公
と
い
う
歴
史
上
存

在
し
た
人
物
に
自
ら
が
理
想
と
す
る
人
物
像
即
ち
聖
人
像
を
重
ね
合

わ
せ
、
自
ら
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
、
長
い
間
夢
に
さ
え
周
公
を

見
な
く
な
り
同
一
化
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
己
の
衰
え
に
対

す
る
深
い
内
省
と
偽
ら
ざ
る
自
戒
の
思
い
が
、
こ
の
言
葉
に
は
こ
め

ら
れ
て
い
ね
。
つ
ま
り
、
聖
人
に
お
H
に
か
か
っ
た
こ
と
が
無
い
と

い
う
孔
子
の
言
葉
に
も
、
自
己
の
内
部
で
聖
人
と
の
同
一
化
を
実
感

で
き
ず
自
己
実
現
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
自
戒
が
込
め
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
孔
子
で
さ
え
周
公
の
よ

う
な
理
想
的
人
間
と
同
一
化
し
自
己
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
子
羊
篇
に
は
、
太
宰
の
「
夫
子
聖
者
輿
」
の
問
い
に
、
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子
貢
は
「
回
天
縦
之
将
聖
」
と
答
え
、
孔
子
を
天
が
認
め
た
聖
人
で

あ
る
と
断
言
し
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
孔
子
が
自
ら
の
聖
人
性
を

否
定
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
子
貢
は
孔
子
を
聖
人
と
見
な
し
て
い
た
こ

と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
子
貢
は
「
子
日
、
君
子
遺
者
三
、

我
無
能
焉
。
仁
者
不
夏
、
知
者
不
惑
、
勇
者
不
恨
。
子
貢
日
、
夫
子

自
道
也
」
　
(
憲
問
)
　
と
し
て
、
孔
子
が
自
ら
無
能
で
あ
る
と
言
う
に

も
拘
わ
ら
ず
、
孔
子
を
君
子
の
条
件
で
あ
る
「
仁
者
不
夏
、
知
者
不

惑
、
勇
者
不
惜
」
を
自
ら
実
現
し
た
人
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
し

ま
っ
て
い
る
。
更
に
「
夫
子
之
不
可
及
也
、
猶
天
之
不
可
階
而
升

也
」
　
(
子
張
)
　
と
言
い
、
天
に
匹
敵
す
る
孔
子
の
人
間
に
対
す
る
超

越
性
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

『
孟
子
』
　
に
も
、
子
貢
が
孔
子
の
言
葉
に
反
し
て
孔
子
を
聖
人
と

断
言
し
た
や
り
取
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
子
貢
問
於
孔
子
日
、

子
聖
臭
平
。
孔
子
日
聖
別
吾
不
能
。
我
學
不
厭
而
教
不
倦
也
。

日
、
學
不
厭
智
也
、
教
不
倦
仁
也
。
仁
且
智
、
夫
子
既
聖
央
」

昌子
孟貢夫

子
』
　
公
孫
丑
上
)
。
要
す
る
に
、
自
ら
に
聖
人
を
実
現
で
き
な
い
ま

ま
に
悩
め
る
師
孔
子
を
、
子
貢
は
、
彼
の
理
解
を
超
越
し
た
存
在
と

し
て
聖
人
化
し
神
秘
化
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
孔
子
は
、
弟
子
達
が
自
分
の
中
に
弟
子
達
の
理
解
を
越
え

た
何
物
か
を
兄
い
だ
し
自
分
を
神
秘
化
聖
人
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
「
子
日
、
二
三
子
以
我
焉
隈

乎
。
吾
無
隈
乎
爾
。
吾
無
行
而
不
興
二
三
子
者
是
丘
也
」
　
(
述
而
)

あ
な
た
が
た
は
、
私
の
中
に
更
に
何
か
不
可
知
の
も
の
が
有
っ
て
、

そ
れ
を
私
が
隠
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
私
は

あ
な
た
が
た
に
何
も
隠
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
と
共
に
在

る
者
そ
れ
が
私
の
全
て
で
す
と
。
孔
子
は
自
ら
l
に
依
っ
て
立
つ
あ
り

の
ま
ま
の
自
己
を
、
偽
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
弟
子
達
に
示
し
た
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
　
「
我
非
生
而
知
之
者
、
好
古
敏
以
求
之
者
也
」
　
(
述

而
)
と
、
自
ら
を
「
生
知
」
の
者
で
は
な
く
、
古
を
好
み
速
や
か
に

こ
れ
を
学
ん
だ
だ
け
な
の
で
す
と
も
言
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
た
と
え

事
実
で
あ
り
孔
子
の
偽
ら
ざ
る
心
情
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
子
貢
に

お
い
て
最
も
願
著
な
よ
う
に
、
弟
子
達
に
と
っ
て
、
目
の
前
の
孔
子

が
全
て
で
は
な
く
、
そ
の
内
奥
に
不
可
知
不
可
測
の
深
遠
な
る
も
の

を
備
え
、
ま
る
で
何
か
重
大
な
本
質
を
秘
め
隠
し
て
い
る
か
の
ご
と

く
に
、
そ
の
真
の
姿
は
弟
子
た
ち
の
理
解
を
越
え
た
絶
対
的
存
在

だ
っ
た
の
で
る
。
何
故
な
ら
、
自
ら
に
依
っ
て
立
つ
孔
子
以
外
、
全

て
の
弟
子
達
は
ま
さ
に
孔
子
に
依
っ
て
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
を
存

立
せ
し
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
弟
子
達
に
と
っ
て
、
孔
子
こ
そ
が

彼
ら
の
存
在
の
根
拠
で
あ
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
唯
一
の

存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
孔
子
が
そ
の
内
面
に
常
人
と
は
異
な
っ
た
深
遠
な
る
何

か
を
実
際
に
秘
め
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
弟
子
達
に
と
っ
て
む
し
ろ

重
要
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
、
孔
子
が
何
か
を
隠

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
孔
子
が
聖
人
で
あ
る
と
決
め
つ

け
て
し
ま
う
弟
子
達
の
心
に
、
孔
子
が
何
か
を
隠
し
て
い
て
欲
し
い
、

我
々
と
は
次
元
を
異
に
す
る
特
別
な
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い

つ
つ
、
自
己
の
存
在
を
支
え
て
欲
し
い
と
い
う
、
孔
子
を
聖
化
し
聖

別
し
よ
う
と
す
る
心
理
的
要
求
が
あ
り
、
弟
子
達
の
こ
の
心
理
が
、

孔
子
を
、
常
人
と
は
異
な
っ
て
そ
の
内
面
に
不
可
知
不
可
測
の
何
か

を
体
現
し
、
弟
子
達
が
自
己
を
同
一
化
し
、
そ
の
集
団
の
ア
イ
デ
ン
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テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
そ
れ
を
一
つ
に
ま
と
め
る
求
心
力
を
備
え
た
聖
な

る
中
心
に
据
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
孔
子
を
聖
化
し
よ
う
と
し
た
弟
子
た
ち
の
中
で
、
唯

一
孔
子
に
よ
っ
て
自
己
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
な
が
ら
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
顔
淵
の
存
在
と
そ
の
言
説
は
、
テ
キ
ス
ト
『
論

語
』
に
お
け
る
孔
子
聖
化
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

孔
子
が
弟
子
顔
淵
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
論

語
』
　
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
「
子
日
、
貿
哉
回
也
。
一
箪
食
、
〓
瓢

飲
、
在
随
巷
、
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
柴
。
賢
哉
回
也
」
　
(
宛

也
)
決
し
て
世
間
的
な
栄
達
を
求
め
る
こ
と
な
く
非
常
に
質
素
な
暮

ら
し
を
続
け
る
中
に
生
き
る
こ
と
の
楽
し
み
を
兄
い
だ
し
て
い
た
顔

淵
を
、
孔
子
は
賢
者
だ
と
誉
め
称
え
た
。
そ
の
顔
淵
は
ま
た
、
「
哀

公
問
弟
子
執
岳
好
學
。
孔
子
封
日
、
有
顔
回
者
好
學
、
不
遷
怒
、
不

式
過
、
不
幸
短
命
死
臭
。
今
也
則
亡
、
未
聞
好
學
者
也
」
　
(
宛
也
)

大
勢
い
た
孔
子
の
弟
子
達
な
か
で
唯
一
の
好
学
者
で
あ
る
と
も
評
価

さ
れ
た
。
更
に
は
「
子
日
、
回
也
其
心
三
月
不
違
仁
、
其
飴
則
日
月

至
焉
而
巳
臭
」
　
(
宛
也
)
　
と
、
他
の
弟
子
た
ち
が
僅
か
の
期
間
し
か

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
仁
の
立
場
を
、
三
カ
月
も
の
長
い
間
守
り
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
仁
者
で
あ
る
、
と
ま
で
孔
子
を
し
て
言
わ
し
め

て
い
る
。
孔
子
に
は
、
顔
淵
も
ま
た
自
ら
に
依
っ
て
立
つ
自
立
し
た

自
己
を
備
え
た
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

次
の
一
見
顔
淵
を
旺
め
る
か
の
よ
う
に
と
ら
れ
が
ち
な
記
載
も
、
実

は
顔
淵
が
孔
子
と
同
じ
地
平
に
立
ち
か
つ
孔
子
を
啓
発
す
る
者
で
あ

る
と
い
う
こ
の
上
な
い
称
賛
の
辞
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
解

る
。
「
子
日
、
吾
輿
回
言
終
日
、
不
達
如
愚
、
退
而
省
其
私
、
亦
足

以
杏
。
回
也
不
愚
」
(
焉
政
)
。
顔
淵
は
、
孔
子
が
自
ら
に
依
っ
て
立

つ
自
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
唯
一
の
弟
子
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
次
の
子
貢
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
会
話
に
至
っ
て
は
、

顔
淵
が
孔
子
自
身
を
越
え
る
者
と
し
て
孔
子
に
強
烈
に
意
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
子
謂
子
貢
日
、
女
輿
回
也

執
愈
。
封
日
賜
也
何
敢
望
回
、
回
也
開
一
以
知
十
、
賜
也
聞
一
以
知

二
。
子
日
弗
如
也
、
吾
輿
女
弗
如
也
」
(
『
論
語
』
公
冶
長
)
一
を
聴

い
て
十
を
悟
る
顔
淵
に
対
し
て
、
孔
子
は
一
を
聴
い
て
二
を
悟
る
程

度
の
子
貢
と
同
レ
ベ
ル
の
者
で
あ
る
と
い
う
偽
ら
ざ
る
自
己
認
識
が

端
的
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
を
も
越
え
る
唯
一
の
弟
子
顔
淵
は
、

そ
れ
ゆ
え
に
孔
子
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
孔
子
か
ら
多
大
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
顔
淵
の
死
は
、
孔
子
を
し
て
茫
然

と
し
て
自
失
さ
せ
、
礼
を
失
す
る
程
に
な
り
ふ
り
構
わ
ず
号
泣
さ
せ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
顔
淵
死
。
子
m
犬
之
働
。
従
者
日
、
子
悦

夫
。
日
、
有
働
平
。
▼
非
夫
人
之
只
働
而
誰
焉
」
(
先
進
)
。
顔
淵
の
死

は
、
「
顔
淵
死
。
子
日
、
喧
天
喪
予
、
天
喪
予
」
(
先
進
)
と
孔
子
を

し
て
嘆
か
せ
た
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
孔
子
の
道
の
歴
史
的
断
絶
を
も

意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
論
語
」
に
見
ら
れ
る
孔

子
の
顔
淵
に
対
す
る
眼
差
し
は
、
孔
子
の
道
を
紐
承
し
っ
つ
そ
れ
を

越
え
て
新
た
な
地
平
を
切
り
開
き
、
用
公
と
な
り
得
る
可
能
性
を
秘

め
た
　
「
畏
る
べ
き
後
生
」
　
(
子
芋
)
　
に
対
す
る
期
待
と
愛
惜
に
満
ち

た
も
の
で
あ
っ
た
。
孔
子
に
と
っ
て
、
顔
淵
は
掛
け
替
え
の
な
い
存

在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
顔
淵
が
、
他
の
弟
子
達
以
上
に
孔
子
を
自
ら
の
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理
解
を
越
え
た
及
ぶ
べ
く
も
無
い
絶
対
的
存
在
と
し
て
次
の
よ
う
に

称
賛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

顔
調
周
然
歎
首
、
仰
之
頚
高
、
汽
堅
之
頚
、
精
之
在
前
、
忽
焉
在

後
。
夫
子
宿
宿
然
、
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
譜
。
欲
罷
不

能
、
既
璃
吾
才
、
如
有
所
立
卓
肩
、
蛍
欲
従
之
、
末
由
也
巳
」

(
子
羊
)
。

齋
淵
で
さ
え
も
が
ど
の
よ
う
に
努
力
し
て
も
捉
え
切
る
こ
と
の
で

き
な
い
孔
子
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
「
勿
意
、
勿
必
、
勿
固
、
勿
我
」

(
子
羊
)
　
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
実
体
的
自
己
に
呪
縛
さ
れ
そ
れ
に

因
っ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
現
象
に
全
人
的
に
対
応
し

そ
こ
に
変
幻
自
在
の
自
己
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
孔
子
の
真
の

姿
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
票
が
、
孔
子
を
継
ぎ
孔
子
を
越
え
る
は
ず
の

存
在
で
あ
っ
た
顔
淵
そ
の
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
孔

子
の
絶
対
性
神
秘
性
が
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
決
定
的
な
も
の
と
な
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
孔
子
を
絶
対
化
す
る
『
論
語
』

の
修
辞
的
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
弟
子
た
ち
が
、
彼
ら
の
理
解
を
越

え
た
絶
対
的
存
在
と
し
て
孔
子
を
祭
り
上
げ
る
こ
と
は
、
孔
子
の
聖

化
に
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
が
、
孔
子
自
ら
が
孔
子
を
継
ぎ
孔
子

を
越
え
る
存
在
と
し
て
認
め
て
い
た
顔
淵
そ
の
人
が
、
こ
の
よ
う
に

孔
子
を
理
解
を
超
越
し
た
絶
対
的
存
在
と
し
て
称
賛
す
る
と
き
、
孔

子
は
顔
淵
を
超
え
た
絶
対
的
存
在
と
し
て
決
定
的
に
聖
人
に
祭
り
上

げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
孔
子
を
最
も
理
解
し
、
孔
子
が
最
も
期
待
し

畏
れ
た
顔
淵
の
発
言
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
孔
子
を
聖
人
と

し
て
決
定
的
に
祭
り
上
げ
絶
対
化
す
る
修
辞
的
仕
掛
け
が
あ
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
『
孟
子
』
　
膝
文
公
上
に
は
孔
子
没
後
の
弟
子
達
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。

苦
者
孔
子
没
三
年
之
外
、
門
人
治
任
特
編
入
揖
於
子
貢
、
相
轡
而

突
、
皆
失
牽
、
然
後
編
。
子
貢
反
、
築
室
於
場
、
祝
居
三
年
、
然

後
掃
。
他
日
子
夏
子
張
子
溝
、
以
有
若
似
聖
人
、
欲
以
所
事
孔
子

事
之
、
疆
曾
子
、
曽
子
日
、
不
可
。

孔
子
の
死
に
際
し
、
弟
子
達
が
そ
れ
を
父
と
し
て
三
年
の
喪
に
服

し
た
こ
と
、
ま
た
孔
子
と
い
う
中
心
を
失
っ
て
求
心
力
の
無
く
な
っ

た
弟
子
達
を
ま
と
め
る
た
め
に
、
有
若
が
孔
子
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
▼
こ
れ
を
孔
子
に
見
立
て
て
支
え
よ
う
と
し
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
孔
子
自
身
の
聖
人
性
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
孔
子

が
聖
な
る
崇
拝
の
対
象
と
し
て
、
ま
た
聖
な
る
父
と
し
て
、
即
ち
儒

教
に
お
け
る
理
想
的
人
間
で
あ
る
聖
人
及
び
理
想
的
父
性
の
原
型
と

し
て
、
弟
子
達
の
意
識
の
中
に
、
そ
の
存
在
が
絶
対
不
可
欠
の
も
の

と
し
て
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
、
明
瞭
な
る
証
明
で
あ
る
。

ま
た
、
孔
子
に
自
己
を
同
一
化
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
自
ら
が
自
ら

に
よ
っ
て
自
己
を
確
立
で
き
な
い
弟
子
達
に
と
っ
て
、
自
己
を
委
ね

依
存
す
る
対
象
で
あ
っ
た
孔
子
が
弟
子
達
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

支
え
る
唯
一
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
明
確
に
示
し
て
い
る
。
孔

子
は
そ
の
死
に
際
し
、
最
も
強
烈
に
弟
子
達
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
の

意
義
と
重
要
性
が
自
覚
さ
れ
、
同
時
に
弟
子
達
に
よ
っ
て
現
実
の
孔

子
を
越
え
た
聖
人
と
し
て
の
象
徴
的
存
在
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。孔
子
は
、
私
は
聖
人
に
な
ど
出
会
っ
た
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
い

た
。
ま
た
聖
人
を
理
念
化
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
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否
だ
か
ら
こ
そ
、
弟
子
達
は
、
自
己
の
存
立
を
賭
け
て
、
彼
ら
一
般

人
を
越
え
た
存
在
で
あ
る
聖
人
像
を
、
我
が
師
孔
子
に
重
ね
合
わ
せ

る
心
理
的
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
論
語
』
は
、
孔
子
の
顔
淵
称
賛
の
言
葉
と
、
顔
淵

の
孔
子
に
対
す
る
こ
の
上
も
な
い
賛
辞
と
の
、
言
葉
の
レ
ト
リ
ッ
ク

に
よ
っ
て
孔
子
を
聖
人
に
祭
り
上
げ
絶
対
化
し
た
。
こ
れ
は
、
『
書

経
』
な
ど
に
描
か
れ
た
神
話
的
世
界
の
聖
人
即
ち
既
に
祭
り
上
げ
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
聖
人
を
崇
拝
す
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
歴
史
上

現
実
に
存
在
し
同
時
代
を
生
き
た
孔
子
を
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
支
え
る
唯
一
の
存
在
で
あ
り
、
理
想
的
人
間
の
原
型
即
ち
聖

人
と
し
て
祭
り
上
げ
る
心
理
的
力
学
の
中
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
孔
子
は
、
我
が
孔
子
我
が
聖
人
と
し
て
弟
子
達
そ

れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
、
絶
対
的
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
現
実
・
現
象
を
重
視
す
る
孔
子
の
視
線
を
受
け
継
い
だ
そ

の
弟
子
達
の
到
達
し
た
聖
人
観
は
、
孔
子
と
い
う
現
に
存
在
し
た
そ

の
人
自
身
の
上
に
収
放
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
ま
さ
し

く
孔
子
を
聖
人
と
し
て
戴
く
儒
教
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

四
、
終
わ
‖
ツ
に

以
上
、
孔
子
は
、
天
人
合
一
の
考
え
を
臍
の
緒
の
よ
う
に
残
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
断
ち
切
り
天
の
神
秘
性
を
排
除
し
現
実
主
義
に
徹

し
人
の
立
場
を
確
立
す
る
た
め
に
、
そ
の
眼
差
し
を
現
実
の
人
間
に

の
み
向
け
た
。
そ
れ
は
倫
理
的
政
治
的
社
会
的
な
視
線
で
、
人
間
の

本
性
及
び
そ
の
存
在
の
根
源
で
あ
る
天
に
ま
で
向
け
ら
れ
た
哲
学
的

宗
教
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
人
間
観
は
、
現
実

の
人
間
の
現
象
に
兄
い
だ
さ
れ
た
差
異
の
み
を
抽
象
し
て
君
子
と
小

人
に
厳
し
く
類
型
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
終
始
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

人
を
君
子
と
小
人
と
の
二
類
型
に
分
類
し
て
捉
え
、
人
は
君
子
の
儒

と
な
る
た
め
に
学
習
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
孔
子
は
説
い
た
が
、
こ

の
構
図
は
、
上
智
と
下
愚
と
が
移
行
不
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人

が
ど
れ
ほ
ど
懸
命
に
学
習
し
て
自
ら
を
高
め
陶
冶
し
た
と
し
て
も
、

決
し
て
聖
人
に
は
な
れ
な
い
そ
の
不
可
能
性
を
示
す
も
の
に
は
か
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
の
現
実
の
み
を
見
続
け
た
孔
子
を
、
そ
の
弟
子
達
及
び
テ
キ

ス
ト
『
論
語
』
は
、
一
般
人
を
超
越
し
神
秘
的
で
不
可
解
な
る
理
想

像
と
し
て
の
聖
人
に
祭
り
上
げ
、
こ
こ
に
儒
教
に
お
け
る
聖
人
及
び

父
の
原
型
が
確
立
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
聖
性
を
絶
対
化

し
聖
な
る
中
心
と
し
て
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
存
在

と
し
て
の
求
心
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
却
っ
て
孔
子
の
弟
子
達
を

含
め
た
一
般
の
人
々
か
ら
聖
人
へ
と
開
か
れ
た
回
路
を
完
璧
に
閉
ざ

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孔
子
を
祭
り
上
げ

聖
化
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
人
と
聖
人
と
の
回
路
を
悉
く
切
断
し
、

人
々
が
自
ら
を
聖
人
へ
と
昇
華
さ
せ
る
可
能
性
を
完
全
に
断
ち
切
る

聖
別
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
は
た
だ
現
実
の
自
分

の
場
に
蹄
持
す
る
は
か
な
い
存
在
と
し
て
、
そ
の
力
の
限
界
と
絶
望

が
孔
子
に
よ
っ
て
明
桂
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
人
間
を
君
子
と
小
人
に
類
型
化
し
.
て
堪
え
た
孔
子
に

対
し
て
、
我
こ
そ
が
孔
子
を
紐
ぐ
者
で
あ
る
と
の
自
覚
を
精
神
的
支

柱
と
し
て
い
た
孟
子
は
、
後
の
信
家
E
心
想
の
む
幹
を
な
し
、
そ
の
正

統
性
の
根
拠
と
も
な
る
　
「
性
善
説
」
　
を
主
張
し
、
「
人
皆
可
以
焉
亮
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舜
」
と
の
人
間
観
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
以
上
論
じ

て
き
た
孔
子
の
限
界
と
絶
望
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
崔
承
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
発
展
的
に
窪
承
し
批
判
克
服
し
た
孟
子
独
自

の
成
果
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ

の
一
点
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る

こ
と
に
し
た
い
。

(注)
①
　
拙
論
　
「
王
陽
明
の
生
涯
-
朱
子
か
ら
の
自
立
-
」
　
(
『
哲
学
』

4
3
　
広
島
哲
学
会
編
)
、
及
び
「
王
陽
明
の
事
的
世
界
観
-
格
物

解
釈
を
巡
っ
て
ー
」
　
(
『
中
國
學
論
集
』
4
　
中
国
文
学
研
究
全

編
)
参
照

②
　
拙
論
「
睦
象
山
の
『
悟
り
』
の
構
造
」
(
『
漢
文
教
育
』
1
6
　
漢

文
教
育
研
究
全
編
)
参
照

③
　
吉
田
公
平
氏
は
、
暢
明
の
性
「
無
善
無
悪
説
」
を
、
単
な
る
孟

子
性
善
説
の
発
展
強
化
で
あ
っ
て
全
く
同
旨
の
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
(
「
性
善
説
と
無
善
無
悪
」
(
『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探

求
』
所
収
)
及
び
「
江
戸
後
期
の
朱
陸
論
」
(
『
江
戸
後
期
の
比
較

文
化
研
究
』
　
所
収
)
)
　
し
か
し
、
そ
れ
で
は
陽
明
が
敢
え
て
無
善

無
悪
を
説
き
、
倫
理
性
を
本
性
と
す
る
性
善
説
を
相
対
化
し
、
本

性
を
倫
理
性
の
呪
縛
か
ら
解
放
し
て
新
た
な
人
間
理
解
の
地
平
を

切
り
開
こ
う
と
し
た
意
図
が
全
く
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

④
　
こ
の
言
葉
は
、
孔
子
が
不
仁
な
る
君
子
の
存
在
を
認
め
て
い
た

こ
と
を
示
し
、
倫
理
的
に
は
仁
者
の
ほ
う
が
君
子
よ
り
も
優
れ
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仁
者
と
君
子
が

全
く
一
致
す
る
の
で
は
な
く
、
倫
理
的
に
は
仁
者
は
君
子
と
い
う

類
型
を
越
え
た
上
位
機
念
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の

不
一
致
は
、
人
間
存
在
を
倫
理
的
側
面
か
ら
捉
え
る
か
、
政
治
的

側
面
か
ら
捉
え
る
か
、
そ
の
視
点
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
君
子
と
小
人
の
分
離
に
お
い

て
仁
と
い
う
倫
理
的
価
値
が
そ
の
基
準
に
在
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も

無
い
事
実
で
あ
る
。

⑤
　
板
野
長
八
氏
『
中
国
古
代
に
お
け
る
人
間
観
の
展
開
』
に
お
い

て
、
こ
の
語
を
、
孔
子
の
人
間
観
の
根
幹
を
表
す
も
の
と
し
、
天

か
ら
人
間
に
連
な
る
系
譜
即
ち
天
人
合
一
の
思
想
を
こ
の
言
葉
に

読
み
取
り
、
其
れ
を
根
拠
に
孔
子
の
人
間
観
理
解
を
進
め
た
。

従
っ
て
「
人
間
は
天
の
内
部
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
天
か
ら
独
立
し

た
も
の
で
は
な
い
」
　
と
説
く
。
一
方
で
は
、
「
人
間
に
何
等
か
の

独
自
性
」
　
で
あ
る
「
習
、
即
ち
後
天
的
な
習
慣
・
修
養
」
が
あ
っ

て
、
そ
の
ゆ
え
に
「
孔
子
は
天
命
と
の
間
に
摩
擦
を
感
じ
て
い
た
。

」
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
確
か
に
孔
子
に
は
天
人
合
一
の
思
想

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
孔
子
の
語
は
あ
く
ま
で
も
、
天
が

「
予
」
　
即
ち
孔
子
に
徳
を
与
え
た
と
、
危
機
に
あ
る
自
ら
を
鼓
舞

し
、
儒
者
と
し
て
の
自
負
を
表
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
天
が
万
民
に
徳
を
与
え
、
天
と
万
民
は
徳
に
よ
る
内
的
関
連

性
に
よ
っ
て
、
一
体
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
説
い
た
言
菓
で
は

な
い
。
と
す
れ
ば
、
坂
野
氏
の
、
孔
子
理
解
の
ベ
ク
ト
ル
は
、
そ

の
最
初
の
時
点
か
ら
逆
方
向
を
指
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

⑥
　
孔
子
が
病
の
と
き
子
路
が
上
下
神
祇
に
お
祈
り
を
し
た
い
と
申
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し
出
る
が
、
孔
子
は
「
丘
之
梅
之
久
夫
」
と
言
っ
た
、
と
す
る
記

述
が
述
而
篇
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
孔
子
が
個
人
的
に
は
そ
の
内
面

に
お
い
て
天
地
の
神
々
に
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
を
通
し
て
、
天
地

と
宗
教
的
一
体
感
を
実
感
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
た
言
葉
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

⑦
　
板
野
氏
は
、
「
君
主
も
人
道
・
礼
を
越
え
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
即
ち
、
超
人
間
的
な
存
在
と
な
る
こ
と
な
く
、
人
間
に

止
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
言
わ
ば
同
じ
次
元
に
立
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
」
と
、
結
論
す
る
。
こ
の
よ
う
に
断
じ
て
し
ま
え
ば
、
孔
子

に
お
い
て
、
全
て
の
人
は
全
く
同
じ
次
元
に
立
つ
差
別
無
き
平
等

な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。
確
か
に
、
現
実
を
凝
視
し
た
孔
子
に

お
い
て
、
君
主
と
人
間
と
の
問
に
お
い
て
、
本
質
的
差
異
は
無
く
、

両
者
と
も
に
礼
の
世
界
の
中
に
生
き
る
限
り
に
お
い
て
、
同
じ
次

元
の
存
在
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
を
君
子
と
小
人
特
に
上
智

と
下
愚
と
し
て
人
間
自
体
を
不
平
等
な
も
の
と
分
離
し
て
理
解
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
孔
子
で
さ
え
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
聖
人
が
、

孔
子
が
否
定
し
よ
う
と
し
て
否
定
し
切
れ
な
か
っ
た
天
に
つ
な
が

る
万
民
を
越
え
た
存
在
で
あ
り
、
現
実
の
人
間
の
レ
ベ
ル
に
ま
で

引
き
下
ろ
し
、
人
間
に
止
ま
り
人
間
と
同
じ
次
元
に
立
た
せ
る
も

の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
板
野
氏
の
説
は
孔

子
の
現
実
を
見
る
視
線
を
見
失
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

⑧
　
こ
こ
で
の
聖
化
と
は
、
∃
湘
語
』
　
に
掲
載
さ
れ
た
弟
子
た
ち
の

言
葉
及
び
そ
の
人
間
関
係
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
孔
子
が
聖

人
に
祭
り
上
げ
ら
れ
る
過
程
を
心
理
的
側
面
か
ら
解
明
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
野
合
」
(
『
史
記
』
孔
子
世
家
)

の
子
と
し
て
、
即
ち
共
同
体
か
ら
は
そ
の
誕
生
の
時
か
ら
確
か
な

構
成
員
と
し
て
の
資
格
を
失
っ
て
い
た
孔
子
、
「
東
西
南
北
の
人
」

(
『
礼
記
』
檀
弓
上
)
　
と
し
て
、
ど
の
共
同
体
に
も
属
さ
ず
旅
即
ち

交
通
に
長
年
を
費
や
し
た
孔
子
は
、
異
人
と
し
て
の
面
貌
を
露
口
王

し
て
お
り
、
そ
の
孔
子
が
異
人
か
ら
聖
人
に
祭
り
上
げ
ら
れ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
社
会
学
的
課
題
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
、
新
た
に
解
明
を
試
み

た
い
。
な
お
孔
子
を
人
類
の
「
教
師
」
と
し
て
論
じ
た
も
の
に
、

和
辻
哲
郎
の
　
『
孔
子
』
が
あ
る
。

⑨
　
孔
子
に
と
っ
て
周
公
は
、
自
ら
を
同
一
化
さ
せ
よ
う
と
目
指
す

理
想
的
聖
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
欠
点
を
映
し
出
し
、
孔
子

に
絶
望
感
を
抱
か
せ
る
ア
ン
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
存
在
で
あ
っ
た
。
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